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講座番号 開 講 日 令和５（2023）年 ８月３日（木） 定 員 研 講義 ○

講 座 名 図画工作（Ⅱ）
１５名 修 実技 ○

半日受講 形 演習

集合場所 十勝教育研修センター 否 態 協議

日 程 講 座 内 容 使用室名 担当講師

9:45 【開講式】 美術室 金子 里奈

10:00 【図画工作についてもっと知ろう！②】 （若葉小）

レクチャー ●発想・工夫の良さから自己肯定感を生む

図画工作、３つのどうしよう？ 服部 和樹

・題材設定 ・環境づくり ・授業で声掛け （上士幌中）

用具の使い方と表現を知ろう ●低学年の図画工作（クレヨン）

①クレヨンの使い方（基礎編） ②クレヨンの表現の工夫

【ワーク】実際に画材を使って表現してみよう。

①絵画的な表現 ②デザイン的な表現

12:00

《昼食・休憩》

13:00 【実技】●中・高学年の図画工作（水彩絵の具） 美術室 金子 里奈

①水彩絵の具の使い方 ②水彩絵の具を使った表現の工夫 （若葉小）

【ワーク】 服部 和樹

①絵画的な表現 ②デザイン的な表現 （上士幌中）

【ふりかえり】

●鑑賞とふりかえり

●実践交流など

16:00

・筆記用具 ・一日日程です。

持 ・クレヨン（学校で使用のもの） 留 ・用具がない場合は、貸すこともできます。

ち
・水彩絵の具（学校で使用のもの） 意

物

・昼食（外出可）、飲み物 事

項

第19期事業実施計画における研修内容

○強く表したいことを心の中に思い描き、より美し創造的 a 教職に必要な素養
かつ心豊かに表現することができる指導 関

○自然の造形の美しさや「美の創造」のすばらしさを感じ 連 b 学習指導 ○

取り味わい、自らの人生や生活を心豊かにする主体的で す c 生徒指導
創造的な指導 る

○表現や鑑賞の活動を通して、形や色彩、材料、光、造形 指 d 特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応

的なイメージを捉える指導 ※○の中から１つ 標 e ＩＣＴや情報・教育データの利活関連付け ○

○図画工作の題材設定や場の設定、授業での声かけのポ
イントなどをレクチャーします。

○クレヨンの基本的な使い方と表現の工夫について体験
的に学びます。

○水彩絵の具の基本的な使い方と表現の工夫について、
実技を通して学びます。

○出来上がった作品をどのように鑑賞するのか、評価す
るのかのポイントをともに考えます。


